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黒川温泉 満願寺温泉 田の原温泉

小田温泉 白川温泉

１ 地域及び学校の概要

日本で「最も居心地の
よい場所」第1位

宿泊予約サイトBooking.com
「Traveller Review Awards 2023」



黒川小学校

満願寺小学校 星和小学校
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１ 地域及び学校の概要

児童数・学級数（令和５年度）
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支

男子 ６ ３ ３ ６ ３ １ １

女子 １ ７ １ ４ ７ ５ ０

計 ７ １０ ４ １０ １０ ６ １

男子２３人、女子２５人、４８人（５学級）



（１）今日的課題から

将来の予測が困難な社会を生き抜く力

南小国町の創り手を育成するために必要な
資質・能力４Ｃ

「きよらっこ学習」

２ 研究主題設定の理由



２ 研究主題設定の理由

（２）学校教育目標から



（３）児童の実態から
りん小版４Ｃ

単元構想のデザイン １単位時間のデザイン

２ 研究主題設定の理由

結論にたどり着く学習過程納得解

課題



２ 研究主題設定の理由 ４Ｃ（りん小版４Ｃ）



２ 研究主題設定の理由 きよらっこ学習過程



仮説Ⅰ

国語科において，〈りん小版４Ｃ〉を育成する

「きよらっこ学習」過程の工夫をすれば，

「わくわく」が連続し,「なぜ」「なるほど」

「もっとやってみよう」が生まれる授業になるだろう。

３ 研究の仮説



仮説Ⅱ

学習環境を充実させ,振り返りの視点を明確に提示すれば,

計画的な家庭学習や読書につながるだろう。

３ 研究の仮説



学習リーダーを中心とした授業

グループ学習（３人組） きよらっこ学習過程

４ 研究の主張点

学校総体としての取組



５ 研究の内容

① 「わくわく」が連続するための手立て
【１年生】「ともだちのこと、しらせよう」

（光村図書1下「ともだち」）

相手意識

友達が頑張っていることを聞き、文
章にしたことをみんなに発表しまし
た。

聞く側も友達の頑張っていることに
お返しをしたり、文章のよい所を発
表しました。



５ 研究の内容

① 「わくわく」が連続するための手立て
【２年生】しつもんをしあって、くわしく考えよう

「あったらいいな、こんなもの」
（光村図書2上「たんぽぽ」）

相手意識、目的意識
友達に向けて夢の道具を
発表しました。

町のプレゼン大会へ



５ 研究の内容

① 「わくわく」が連続するための手立て
【１年生】おもいうかべながらよもう

「くじらぐも」（光村図書１下「ともだち」）

学習課題児童の言葉



５ 研究の内容

① 「わくわく」が連続するための手立て
【１年生】おもいうかべながらよもう

「くじらぐも」（光村図書１下「ともだち」）

本時の学習課題を達成した後、児童
は音読をしたいという思いが高まっ
ていました。

学習課題



５ 研究の内容

② 「なぜ」「なるほど」が生まれる話し合い

３人組「司会者」「記録者」「発表者」

意見の主張

意見を聞く

問いが生まれる

納得する



５ 研究の内容

② 「なぜ」「なるほど」が生まれる話し合い
【３年生】場面をくらべながら読み、感じたことをまとめよう

「ちいちゃんのかげおくり」
（光村図書３下「あおぞら」）

ちいちゃんにとって
かげおくりとは・・

一の場面と四の場面のかげおくりの
共通点と相違点について話し合いま
した。



５ 研究の内容

② 「なぜ」「なるほど」が生まれる話し合い
【４年生】気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう

「ごんぎつね」（光村図書４下「はばたき」）

物語の結末
「ごん」「兵十」

満足？



５ 研究の内容

③ 「もっとやってみよう」と
疑問や新たな問いを生む

広島平和記念日の原子爆弾が投下された
時刻に黙祷をしたり、調べたりしたこと
を家庭学習にまとめてくる児童や折り鶴
からスニーカーを作る新聞記事に興味を
もつ児童がいました。

【5年生】物語の全体像をとらえ、
考えたことを伝え合おう

「たずねびと」（光村図書「銀河」）



５ 研究の内容

③ 「もっとやってみよう」と
疑問や新たな問いを生む

自分の生き方の矜持として、自分の好き
な道を極めていきたいという記述が多く
ありました。

【６年生】作品の世界をとらえ、
自分の考えを書こう

「やまなし」
「イーハトーヴ」

（光村図書「創造」）



５ 研究の内容

④ 計画的な学習（家庭学習）
ごんぎつねの学習の終末
では、新美南吉さんにつ
いての振り返りを書く児
童がいました。

その児童は、家庭学習で
新美南吉さんの本（でん
でんむしのかなしみ）に
ついて読んで考えたこと
を書いてきました。



５ 研究の内容

④ 計画的な学習（家庭学習）



５ 研究の内容

① 語彙力を広げる実践



５ 研究の内容

② 計画的な読書推進



５ 研究の内容

③ 意識調査による児童の実態把握



６ 成果と課題

① 〈りん小版４Ｃ〉を育成する
「きよらっこ学習」過程の工夫

成果

学習の方向性を明確化
児童との意識を共有

教師と児童が連携した
４Ｃの育成

４Ｃを学習計画作成時
に設定(導入提示)
振り返りで自己評価

単元のゴールを設定
児童と共に設定する
学習課題



６ 成果と課題

② 家庭学習や読書につながる
学習環境

言葉の宝箱、教科書巻末、
国語辞典、タブレット

本の紹介コーナー

成果

自力での問題解決

当該学年以外の
児童も興味
読書意欲の喚起向上



６ 成果と課題

成果



６ 成果と課題

① 〈りん小版４Ｃ〉を育成する
「きよらっこ学習」過程の工夫

・４Cの設定方法や活用方法の明確化

・児童の主体性がより発揮されるきよらっこ学習過程の
検討

課題



６ 成果と課題

② 家庭学習や読書につながる学習環境

・振り返り「もっとやってみよう」と思う内容を
家庭学習で習慣化

・家庭学習につながる探究心が向上する手立て

課題



ご清聴ありがとうございました!


